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現代漢語における 「無主句」 と
「存現結構」について
鈴 木 義 昭
日本語で,r主題がなくて,叙述部だけで成 り立つ文」,r事物 ・現象の
存在を言 う文」 のことを漢語の文法用語を借 りて,r存現文」 と言 うこと
がある(佐治圭三 「題述文と存現文」。他)。111漢語においては,r主題がな
くて,叙述部だけ」の文を 「無主句」(r無主題文」),r事物 ・現象の存在」
を言 う文を 「存現結構」(「存現構造」)の文と呼んでいる。 漢語文法の一
般的な分類概念か らすれば,r存現結構」 の文はr無主句」 の中の一部で
あ る。すなわち,「無主句」が主題のない文の総称であるのに対 して,r存
現結構」の文は文章の表す意昧から,そ うした構造を持つ文自体に付けら








的な言い方 となっている。またその分類では,章 士釘が三種類説,呂 叔湘
も同じく三種類説,王 力は五種類説を唱える。高名凱(r漢語語法論』)お
よび丁声樹等(r現代漢語語法講話』)はともに四種類説に与す。目郭中平は
王力と同 じく五種類説を取る。 ここでは,さ らに郭中平のそれによって例
一68一
を挙げ,上述各家 との相違点等を眺めてゆきたい(郭 中平 。前掲書示系統
的に述べている)。












これ らの場合,語 順は ある特定 なケースを 除 い て,「動詞+名 詞」の形 を
用い,r雨 下 了。」,r太阻出了。」 な どとはな らない。 例文の()内 に付
した 日本語訳か らも窺 われ る ように,日 本語 におい て も,通 常 こうした丈
意 を表す時には,「雨は降 って きた。」,「太陽 は出た 。」 の よ うに は な らな
o●
いわけである。漢語が動詞と名詞の位置関係(語 順)に よって文意の識別
を行なったように,日 本語では 「は」 と 「が」 との使い分けをすることに
よって,そ の差異を分別することになる。① ・②のタイプの文が呂叔湘の
言うr自然現象翌 であり,王力のr天 時的事件」1引である。ただ,両家 と
も③ ・④にっいての言及はない。










日本語においては,主 題に当るものがない とい うよ りは,む しろ用言や助
動詞の命令形,あ る種の助詞などを用いて処理されることが多いのではな
いか。漢語においては,章一ヒ剣がr命 令句」 と名づける樹以外,特 別な命
名はないようである。





⑩ 苓黄的天底下,返 近横着几条蒲索的荒村。(黄色く青 み がかった
空の下に,遠 く近 く物寂 しげな荒れた村が横たわ っている。)・
〔事物の存在一a〕
⑪ 鳥囎的長毛上,結 了居白霜。(馬の長い口ひ げに,霜 が降 りてい.
た。)




⑬ 稲均上和小渓辺頓吋少了那些女人伺的踪迩。(脱穀揚 や小 川のほ
とりからたちまちに してあの女たちの足 どりが消えた。)
.








〔事 物 の存 在b〕
ここに挙 げた⑨ ～⑯ の例 文は,言 うまで もな く主題を持 たず,し か もいず
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れも文頭に場所を示す語が来るoそ してその後ろが 「動詞+名詞」 とい う
語順になっている。・次項で詳 し・く眺めることに したいが,こ れらはeと と
もに,典 型的な存現結構の文である。 なお,r事物の存在」.を表すものに
a・b二っのタイプがある(記号は筆者)の は,特 にbに用いられている 、
動詞 「有」 と 「在」 とに用法上の相違点があるのを考慮 していることによ
る。また,aに はr着」・r了」 というアス尽 クト詞が付 くことも,その特
微の一つである。 訳文のように,日 本語でも←)と同様,・「は」 と 「が」の
使い分け'によって文意を識別 しているわけである。
㊨ 一部分格言 〈包括遣悟>(一部の格言 〈ことわ ざを含む〉)
⑰ 不経一事,不 長一智。(一事を経ざれば,一 智に長ぜずg)




る格言,こ とわざにおいては,特定 の主語を必要 としない とい うことにな
るであろ う、⑰ ・⑱では敢えて文語ふ うの訳語を添えておいたが,中 国人
の意識の中にはr決 り文句」 としてのある種の語感があると思われる。 日

















⑲ ・⑳が一般動詞,⑳ ・㊧示特殊動詞r是 」とい う違いはあれ,冒 頭に来






がr存 現結構」の文である。 ここでは白のタイプに注 目目したい。これにつ
いては張志公r漢語語法常識』[81の分析が詳 しい。 以下は張志公説を取 り
上げながら,話を進めてゆ くことにする。
張志公はこうした形式の文を 「叙述句」(r叙述文」)の一つとする。 そ
してそれをr存在」 とr出現和消失」(r出現と消失」)の二つに分 け る。
すなわち,









⑳ 亦 公室 里有 三介人。(事務室 に三人の人がいる 〔人が三人い
o●
る〕。)
これ ら(1)・②は訳語に見 られる よ うに,日 本語では この間の相違 を 「は」
と 「が」に よって区別す る。 す なわち,「は」 の使われてい る 「需」は,














この構 造はr有 」に似てお り,時 に よってはr有 」を用い て文を改めて も,
意味 に変 りがない とされ る。圃 この際,例 文 に あ る と お り,動 詞の後に
「着」 をつけることが圧倒的に多い。 ⑰ 。⑱ の訳 文 で は 「動詞+て+い
る」 の構文を用いているわけ であ るが,日 本語が 「て+い る」 を付加す る
ことに よって,継 続動詞 を状態動詞化す る鱒 よ うに,漢 語 ではr着 」をつ
ける こ とに よ り,状 態化 してい ると言え るで あろ う。 この種 の文には二種
類の動詞 が用い目られる と言 う。す なわち,
(2)代表人体或物 件静止吋的幼作的(人 体 あるいは物 体が静止 してい
る時の動作を代表 する もの)
(例)「 姑」(立つ)・「肪」(横たわ る)・「籏棚」(群が り取 り囲む)
・「横」(横にす る,横 たわ る)・「停」(とまる,や む)・「坐」(坐 る)
・「雑」(寄 りかか る)・「隣」(うず くまる)・「臥 」(もたれる)・「藏」
(隠れ る)
(3)代表安放物件的劫作的・(物を置 く動 作を代表す るもの)
(例)「 放」(置 く)・「掛」(かけ る)・「鎖」(鍵を か け る)・「粘」
(くっつ く)・「印」(ぴた りと合 う)。「抹」(塗る)。「吊」(かけ る)
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。「貼」(はる)・「糊」〈塗 る)・「蒙」(かぶせる)。「蓋」'(かぶせ る)
4「堵」(ふ さぐ,.さえぎ るン・「架」(さ さえ る)・r支」(支え る)・
「接」(並べ る,置 く)
(2)・(3)に挙 げ られた動詞 はいずれ も金 田一春彦氏言 うr継 続動詞」目じr瞬間
動詞」 である。無論,瞬 間動詞は進行体を取 らず,目結 果の状態 を示 してい
るわけで,漢 語動詞 におい ても結果の存在の 意 昧 で,r存 在句」 とす るの
もゆえな しとしないであろ う。後に萢方蓮 は(2)・〔3)に当る動詞 を 「不及物
劫司」(自動詞)・r及物劫洞」(他動詞)・。r及物不及物 爾 用 訪 洞」(自他両
用動詞)の 三 つに分類 した 。国 この中.で他動詞 に 「着」のついた ものに注
意 を払 ってい る。 例 えば,r他 写字。」 はr字 写着。」 とならない と言 って
い るカ:,圏「`辞」 と 「写」 の間に倉旨…動関係カニないば カ・り.か,「字」 肖体 に場
所性がない ことに よらてゴ成立 しない もの と思われる.
◎ 出現 ・消失
(1〉動詞目「出現」・「友生」'「不見ゴ を用 いる もの'
⑳ 齊有 曲曲的汽李道上,出 現了一部 甲虫似 的.乗李。〈曲が り くね




⑪ 團需循里不見了丙 本お。(図書館か ら二冊の本が見えなくなっ
●
た。)
(2)動詞 「来」・「起」・「出」。「走 」・「胞」。「死」を用い るもの。





⑭ 村子裏 出了一 件新同。(村に件 のニ ュースが まきおこった、)
o








これ ら(1)・(2)・(3)の場合,先 に挙 げたOr⇔ の 「存在」 と違 って,特 に津
意 しておかねば ならないのは,語 順 の問題 もさること な が ら,「了」字が
多 く用 い られ てい ることであろ う。そ もそ も,あ る物事 ・動作 の出現 。消
滅は瞬問的に行なわれ る.し た炉 って,そ うした物事 ・動 作は結果 と して
残 る場合 もあれば,瞬 時 に して消減 。変化す る場合 もあるわけであ る。助
詞 「了」 自体に も変 化の出現を表わす働 きが あ り,両 方 でその働 ぎを して
い る と考 え られ る6例 文 にあるよ うに,こ こで用い られる動詞 は出現 。消
灘 表螺 醐 詞が多い・特幽 φ殆 動詞はいずれ幡 問動詞であ
る。例 えば,r家 里死了一条牛。」にお いて,そ もそ もr死 」 白体が存在の
消滅を表す瞬間動詞であ って,助 詞 「了」 がさらに出現 ・変化 を表わす も
ので あるか ら,語 彙 自体 から 「存在文」 となる資格を持 ってい ると言え よ
う。 また,「他死 了父衆。」 の文 も,r主語 述語論争」 の折 に議論 の的 とな
った もの圓であるが,r他 」 とい う彼 の身辺にr父 の死」 とい う出来 ごと
が出現 した と考えれば,こ れ もやは り 「存在文」 とな るわけである。($)の
一 連の複合詞 も出現性 を表す 「来」が用い られた熟語 であること恥 ら,.(2)
と同様に考えて よいであろ う。
なお,張 志公は形 容詞 につい ては触 れていない。確かに,
⑰ 天亮 了。(夜が明けた。)
●
⑱ 美友 白了。(髪の毛が白 くな った。).
●
な どの よ うに,ア スペ ク ト詞 のr了 」 用いる ことによって,新 しい事態 の
出現 を表 す ことがで ぎる。1面しか し,語 順は上の例の よ うに,「名詞+形 容
詞」 となって,そ の反対にはな りに くい。言 うまでもな く,形 容詞が名詞








以上簡単に現代漢語における 「無主句」 と 「存現結構」について眺めて
みたが,か なりの部分で日本語の所謂r現 象文」・r存在文」 とも共通点を
持つことが理解される。ただダこうしたものは日漢両語のみならず,数 多
くの言語に存在すると言われる。 そうした場 合,古 代漢語 と古代日本語
(特に訓点語等)と の比較は有益であろうが,機 会を改めたい。

















⑮ 呂叔湘主編r現 代渓悟八百祠」(商劣需笛 ・1981)
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